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2024年３月期 第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 

および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2023年５月12日に公表しました2024年３月期第２四半期累計期間（2023年４月1日～

2023年９月30日）の業績予想値と本日開示の実績値に差異が生じましたので下記のとおりお知

らせいたします。 

また、あわせて2024年３月期通期（2023年４月1日～2024年３月31日）の業績予想を下記のと

おり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
１．第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異について 
2024年３月期 第２四半期連結累計期間(2023年４月１日～2023年９月30日）    （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 10,500 330 360 250 12.69 

今 回 発 表 実 績 (Ｂ) 11,021 763 831 556 28.20 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 521 433 471 306 － 

増   減   率   (％) 5.0 131.4 131.0 122.8 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

(2023年３月期第２四半期) 
9,355 569 629 361 18.36 

 

 

2024年３月期 第２四半期個別累計期間(2023年４月1日～2023年９月30日）    （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 10,200 290 320 220 11.17 

今 回 発 表 実 績 (Ｂ) 10,686 724 793 531 26.92 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 486 434 473 311 － 

増   減   率   (％) 4.8 149.9 148.0 141.7 － 

（ご参考）前期第２四半期実績

(2023年３月期第２四半期) 
9,054 531 592 336 17.12 

 

 

 



 

２．業績予想の修正について 
2024年３月期 通期連結業績予想数値の修正(2023年４月１日～2024年３月31日)  (単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する当期

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 22,700 1,240 1,300 960 48.74 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 23,500 1,570 1,640 1,170 59.23 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 800 330 340 210 － 

増   減   率   (％) 3.5 26.6 26.2 21.9 － 

（ご参考）前期実績  

(2023年３月期) 
21,553 1,736 1,797 999 50.75 

 

 

2024年３月期 通期個別業績予想数値の修正(2023年４月１日～2024年３月31日)  (単位：百万円) 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 22,200 1,200 1,260 930 47.21 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 23,000 1,500 1,570 1,130 57.20 

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 800 300 310 200 － 

増   減   率   (％) 3.6 25.0 24.6 21.5 － 

（ご参考）前期実績 

(2023年３月期) 
21,113 1,694 1,757 972 49.38 

 
３．差異および修正の理由 

当第２四半期累計期間の業績につきましては、売上高の増加に加え、コスト管理の徹底を行っ

たことよる工事原価の低減及び経費縮減に努めたことから、営業利益・経常利益・親会社株主に

帰属する四半期純利益とも当初予想を上回りました。 

なお、2024年３月期通期の業績予想につきましては、上期に引き続きコスト管理の徹底を行う

ことを踏まえ、当初予想を修正いたします。 

 
（注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 
                                        以 上 


